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句
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田

中

俊

明

は
　
じ
　
め
　
に

　
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
は
、
長
寿
王
一
五
年

（
四
二
七
）
に
王
都
を
、
国
内
城
か
ら
「
平
壌
」
へ
遷
し
て
い
る
（
巻
一
八
）
。

い
わ
ゆ
る
平
壌
遷
都
で
あ
る
。
し
か
し
『
三
国
史
記
』
に
は
ま
た
、
陽
原
王

八
年
（
五
五
二
）
条
に

　
　
築
長
安
城

と
あ
り
、
平
原
王
二
八
年
（
五
八
六
）
条
に
は

　
　
移
都
長
安
城

と
あ
る
（
と
も
に
巻
一
九
）
。
い
っ
ぽ
う
、
同
書
巻
三
七
・
雑
志
第
六
・
地

理
四
、
即
ち
地
理
志
四
で
は
、

　
　
長
寿
王
十
五
年
、
移
都
平
壌
、
歴
一
百
五
十
六
年
、
平
原
王
二
十
八
年
、

　
　
移
都
長
安
誠
、
歴
八
十
三
年
、
宝
蔵
王
二
十
七
年
而
滅

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
限
り
、
高
句
麗
は
、
長
寿
王
一
五

年
に
「
平
壌
」
に
遷
都
し
、
一
五
〇
年
余
を
経
た
平
原
王
二
八
年
に
、
さ
ら

に
長
安
城
に
遷
都
し
て
、
そ
の
ま
ま
滅
亡
を
迎
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
長
安
城
遷
都
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
野
貞
氏
は
、
遷
都
の
事
実
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

め
た
う
え
で
、
　
「
平
壌
」
を
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
東
北
数
㎞
に
あ
る

大
城
山
城
と
そ
の
麓
の
清
翠
嵐
土
城
と
に
、
長
安
城
を
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

市
街
に
、
そ
れ
ぞ
れ
比
定
し
た
。
そ
れ
に
対
し
三
品
彰
英
氏
は
、
関
野
氏
の

「
平
壌
」
の
比
定
を
認
め
つ
つ
も
、
　
『
三
国
史
記
』
に
対
す
る
不
信
感
も
あ

っ
て
、
遷
都
の
事
実
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
高
句
麗
は
「
平
壌
」
遷
都
後
、

滅
亡
に
盃
る
ま
で
一
貫
し
て
そ
の
「
平
壌
」
に
都
し
て
い
た
、
と
い
う
理
解

　
　
　
　
③

を
提
示
し
た
。
遷
都
否
定
説
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
研
究
億
、
　
「
平
壌
」
の
比
定
に
一
部
異
論
は
あ
る
も
の
の
、
遷

都
の
事
実
を
認
め
、
長
安
城
が
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ
た
と
み
る

立
場
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
お
い
て
三
品
氏
の
要
説
は
、
当

然
、
批
判
さ
れ
る
か
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
品
氏
の
所
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説
は
極
め
て
説
得
的
で
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
、
充
分
に
批
判
・
克

服
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
く
、
ま
た
そ
の
た
め
か
、
一
部
に
は
、
遷
都
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
実
を
認
め
る
こ
と
に
対
す
る
慎
重
論
も
み
う
け
ら
れ
る
。

　
私
は
、
遷
都
の
事
実
を
認
め
、
長
安
城
が
〃
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ

っ
た
と
み
る
立
場
に
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
築
城
の
規
模
・
経
緯
や
、
遷
都

の
背
景
・
意
義
等
を
追
究
し
た
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
従
っ
て
そ

の
当
然
の
前
提
と
し
て
、
三
品
氏
の
所
説
を
完
全
に
克
服
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
小
稿
は
、
高
句
麗
長
安
城
の
築
城
と
遷
都
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
基
礎

作
業
と
し
て
、
三
品
氏
の
遷
都
否
定
説
を
全
面
的
に
批
判
す
べ
く
、
長
安
城

の
位
置
と
遷
都
の
有
無
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
本
稿
で
は
、
「
平
壌
」
と
い
う
名
称
の
問
題
が
や
や
繁
雑
で
あ
る
た
め
、
現
在

　
　
の
平
壌
を
指
す
と
き
に
限
り
、
意
識
的
に
「
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
」
と
い
う
表
記
を
用
い

　
　
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
②
　
関
野
貞
「
高
勾
麗
の
平
壌
及
び
長
安
城
に
就
い
て
」
　
（
同
氏
『
朝
鮮
の
建
築
と

　
　
芸
術
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
八
月
）
。
同
論
文
は
、
『
史
学
雑
誌
』
三
九
編

　
　
一
号
（
一
九
二
八
年
一
月
）
所
載
論
文
（
講
演
筆
記
）
を
全
文
転
載
し
た
も
の
で

　
　
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
『
朝
鮮
』
一
一
七
号
（
京
城
、
一
九
二
五
年
一
月
）

　
　
に
掲
載
ざ
れ
た
、
殆
ど
同
趣
旨
の
「
高
句
麗
の
無
難
城
及
長
安
城
に
就
て
」
　
（
講

　
　
演
速
記
）
か
ら
も
一
部
採
録
し
、
　
〔
　
〕
に
入
れ
て
補
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
1

　
　
節
註
⑯
を
参
照
。

　
③
三
品
彰
英
「
高
句
麗
王
都
考
…
一
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
批
判
を
中
心
と
し

　
　
て
i
」
　
（
『
朝
鮮
学
報
隔
心
輯
、
一
九
五
一
年
五
月
）
。

④
　
例
え
ば
、
武
田
幸
男
氏
は
、
二
重
的
な
書
物
と
い
う
性
格
上
、
簡
単
な
記
述
で

　
し
か
な
い
が
、
長
寿
王
遷
都
の
「
平
壌
」
を
関
野
説
に
従
っ
て
大
聖
山
誠
（
1
1
大

　
城
山
城
。
第
4
節
註
⑦
参
照
）
と
清
岩
里
土
域
で
あ
る
と
述
べ
た
あ
と
、
　
「
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
後
、
平
壌
市
に
移
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
都
城
赴
は
未
確
認
で
あ
る
」
と
す

　
る
（
同
氏
「
楽
浪
郡
と
丸
都
城
」
〔
西
嶋
定
生
ほ
か
編
『
世
界
歴
史
の
基
礎
知
識

　
ω
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
五
月
〕
二
一
九
頁
。
傍
点
田
中
）
。

1
　
研
究
史
の
概
略

　
関
野
貞
氏
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
は
、
久
し
く
、
長
寿
王
が
遷
都
し

た
「
平
壌
」
が
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
確
か
な
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
遷
都
し
た
長
安
城
は
、

当
然
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
以
外
に
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
例
え
ば
、
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
　
（
一
四
八
一
年
）
で
は
、
巻
五
一
・
平
壌

府
・
古
跡
に
長
安
城
を
と
り
あ
げ
、
旧
註
の
形
で

　
　
尊
大
城
山
東
北
、
土
築
、
周
五
千
一
百
六
十
一
尺
、
高
十
九
尺
　
○
高

　
　
勾
麗
平
原
王
二
十
八
年
、
自
平
壌
移
二
子
此
、
城
中
有
安
三
宮
古
訓

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
勝
覧
』
の
編
者
は
、
長
安
城
を
、
大
城
山

の
「
東
北
」
に
あ
る
「
土
壁
」
の
城
と
考
え
た
こ
と
に
な
る
。
大
城
山
は
ピ

ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
東
北
数
㎞
に
あ
り
、
長
安
城
を
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
と
み
た

の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
大
城
山
の
「
東
北
」
に
は
、
該

当
す
る
よ
う
な
土
城
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
は
不
可
解
で
あ
る
。
し
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　　ピョンヤン附近図（第1節註⑫千田論文所掲の図をもとに加筆）

か
し
、
「
城
中
有
安
鶴
宮
古
肚
」
と
の
記
事
に
注
目
す
れ
ば
、
安
鶴

宮
肚
は
現
に
大
城
山
の
南
麓
に
存
在
し
、
ま
た
そ
の
周
囲
は
土
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

混
築
の
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
長
安
城
と
み
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
充
分
に
想
像
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
在
大
城
山
東
北
」
は
、
本
来
は
「
在
府
東
北
、
大
回
山
南
」
と

で
も
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
何
ら
か
の
理
由
で
誤
っ
て
し
ま
っ
た

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
記
事
に
混
乱
は
あ
る
も

の
の
、
　
『
勝
覧
』
の
編
者
は
、
長
寿
王
の
遷
都
し
た
「
平
壌
」
を

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
と
み
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
遷
都
し
た
長
安
城

を
安
鶴
宮
土
城
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。

　
『
勝
覧
』
編
者
の
よ
う
に
、
長
安
城
を
安
鶴
宮
土
城
に
あ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
が
、
　
一
般
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
長
寿
王
が
遷
都
し

た
「
平
壌
」
が
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
た
る
、
と
い
う

理
解
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
城

壁
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
附
近
か
ら
、
築
城
時
に
刻
字
し
た
と
思

わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
城
壁
石
刻
が
、
　
一
八
世
紀
以
来
い
く
つ
か
発
見

さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
干
支
を
冠
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の

干
支
が
長
寿
王
代
の
も
の
と
理
解
さ
れ
、
久
し
く
疑
わ
れ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
の
も
、
む
し
ろ
当
然
な
こ
と
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
長
寿
王
代
の
「
平
壌
」
が
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
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面
桶
に
あ
た
る
、
と
い
う
一
般
的
な
理
解
を
、
根
底
か
ら
覆
し
た
の
が
、
関

野
貞
氏
の
研
究
で
あ
っ
た
。

　
関
野
氏
は
、
長
安
城
遷
都
を
認
め
た
う
え
で
、
ま
ず
『
水
面
注
』
と
『
周

面
』
と
い
う
二
つ
の
文
献
史
料
を
用
い
て
、
長
安
城
遷
都
以
前
の
「
平
壌
」

が
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
で
は
な
く
、
大
城
山
城
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
つ
い
で
考
古
学
的
観
点
か
ら
、
大
城
山
附
近
に
お
け
る
王
宮
の
遺
肚
と

し
て
、
清
岩
里
土
城
を
あ
て
る
の
で
あ
る
。
詳
述
す
れ
ば
、
麟
道
元
『
水
経

浅
』
の
巻
一
四
・
心
確
条
に
は
、

　
　
余
訪
急
使
、
漸
騰
在
潰
水
之
陽
、
垂
水
西
流
、
逞
故
楽
浪
朝
鮮
県
、
即

　
　
楽
浪
康
治
、
漢
武
帝
置
、
而
西
北
流

　
　
⑥

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
関
野
氏
は
、
二
水
を
大
同
江
と
み
、
楽
浪
郡
治
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
対
岸
に
あ
っ
た
と
み
た
う
え
で
、
　
「
平
壌
は
大
同
江
の

北
に
在
」
り
、
　
「
毒
水
は
西
に
流
れ
て
楽
浪
郡
治
の
跡
を
過
ぎ
る
と
云
ふ
の

で
あ
」
る
「
か
ら
高
勾
麗
の
都
の
平
壌
は
楽
浪
郡
治
と
は
別
処
で
あ
っ
て
、

楽
浪
郡
治
の
上
流
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
な
の
で
あ
り
」
、
「
ど
う
し
て
も

当
暗
の
平
壌
は
今
の
平
壌
よ
り
は
も
っ
と
上
流
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
こ

　
　
　
　
　
　
⑦

と
に
な
る
と
い
う
9
い
っ
ぽ
う
『
周
書
』
巻
四
九
・
列
伝
第
四
一
・
異
域
上

・
高
麗
、
即
ち
高
麗
伝
に
は
、

　
　
払
幻
帯
†
壌
城
、
其
城
索
出
四
山
ハ
田
皿
、
南
関
泪
ハ
水
、
城
内
建
制
禎
合
川
儲
乱
序
備
竃
、

　
　
賊
至
日
、
方
陣
固
守
、
王
県
別
為
宅
於
白
猿
、
不
常
居
之

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
壌
城
は
「
城
の
内
に
は
唯
糧
食
を
積
む
所
の

倉
と
兵
器
を
貯
へ
る
所
の
庫
が
あ
る
丈
で
あ
る
」
か
ら
、
　
「
そ
れ
は
敵
に
備

へ
る
山
城
で
あ
っ
て
、
敵
が
攻
め
て
来
る
と
其
節
に
入
っ
て
守
る
」
域
で
あ

る
。
ま
た
「
王
は
別
に
王
宮
を
其
近
く
に
造
っ
て
み
て
、
常
に
は
其
山
城
の

中
に
は
み
な
い
と
、
言
っ
て
居
る
の
で
あ
」
る
。
従
っ
て
「
今
の
平
壌
で
は

ど
う
し
て
も
此
記
事
に
は
当
ら
」
ず
、
平
壌
附
近
で
該
当
す
る
山
城
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
ば
、
大
城
山
城
が
想
起
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
水
経
注
』
の
記
事
は
、
螂
道
元
が
自
ら
、
高
句
麗
か
ら
の
使
者
を
訪
れ

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
き
い
た
も
の
で
、
関
野
氏
も
い
う
よ
う
に
「
最
も
確
か
な
説
で
あ
」
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
か
も
郵
道
元
は
五
二
七
年
没
で
あ
る
か
ら
、
長
寿
王
遷
都
以
後
の
事
実
を

伝
え
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
ま
た
『
購
書
』
高
麗
伝
も
、
　
一
般
的
に

は
、
周
代
の
事
情
を
記
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
、
と
す
れ
ば
、

『
三
国
史
記
』
の
伝
え
る
長
安
城
遷
都
よ
り
以
前
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
に
な
る
。
従
っ
て
と
も
に
、
長
寿
王
遷
都
の
「
平
壌
」
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
記
録
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
、
こ
れ
ら

を
用
い
て
導
か
れ
た
関
野
氏
の
結
論
は
、
充
分
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、

た
だ
、
一
・
二
つ
け
加
え
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
ず
『
水
経
注
』
で
あ
る
が
、
引
用
部
分
の
原
文
に
「
城
」
と
の
み
あ
る

と
こ
ろ
を
、
関
野
氏
は
何
の
こ
と
わ
り
も
な
く
「
平
壌
尊
し
と
よ
み
か
え
て

し
ま
っ
て
い
る
。
　
『
立
身
注
』
で
は
こ
の
直
前
に
「
園
地
、
今
高
句
麗
之
国
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治
」
と
あ
り
、
結
論
酌
に
は
そ
れ
で
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
「
其
地
」

と
は
、
さ
ら
に
前
文
の
「
朝
鮮
」
、
特
に
は
衛
満
の
都
「
王
磐
城
」
を
指
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
　
「
城
」
と
は
、
今
の
国
治
平
壌
城
と
同
じ
、

と
い
う
含
み
を
も
っ
た
始
終
城
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
「
今
高
句
麗
之
国
治
」
と
い
う
一
文
の
存
在
は
指

摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
『
周
書
』
高
麗
伝
で
あ
る
が
、
関

野
氏
は
こ
こ
に
み
え
る
「
城
」
を
「
山
城
」
と
断
定
し
て
い
る
。
し
か
し
原

文
の
限
り
に
お
い
て
は
、
　
「
山
城
」
と
断
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ち
う
ん
、
山
城
子
山
城
と
通
溝
城
と
の
組
み
あ
わ
せ
の
よ
う
な
、
山
城
と
そ

の
麓
の
居
城
と
い
う
高
句
麗
の
伝
統
的
な
都
城
の
あ
り
か
た
を
念
頭
に
お
け

ば
、
こ
の
「
城
」
が
山
城
ら
し
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
想
像
で
あ
っ
て
、
原
文
か
ら
帰
納
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
細
か
い
問
題
点
は
あ
る
が
、
関
野
氏
は
史
料
価
値
の
確
か
な

二
つ
の
中
国
史
料
に
よ
っ
て
、
長
寿
王
遷
都
の
平
壌
城
が
、
現
在
の
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
市
街
よ
り
も
上
流
の
大
同
江
北
岸
の
山
城
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
、

具
体
的
に
そ
れ
を
大
嘗
山
城
に
あ
て
る
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
条
件
で
、

該
当
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
や
は
り
大
城
山
誠
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
其
城
壁
の
祉
か
ら
従
来
高
勾
麗
時
代
の
相
当
に
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

瓦
が
発
見
さ
れ
て
居
」
る
こ
と
で
傍
証
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の
全
面
的
な
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
関
野
氏
は
さ
ら
に
進
ん
で
、

大
誠
山
附
近
に
王
宮
の
導
坑
を
求
め
る
が
、
候
補
地
と
し
て
群
鶴
画
聖
と
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

三
里
土
城
と
を
あ
げ
、
出
土
瓦
の
年
代
観
か
ら
後
者
に
考
定
す
る
。
た
だ
こ

ち
ら
の
ほ
う
は
、
後
に
批
判
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
関
野
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
平
壌
城
に
つ
い
て
の
新
た
な
理
解
を
ふ
ま
え
て
、

そ
こ
か
ら
遷
都
し
た
長
安
城
を
別
処
に
求
め
る
わ
け
だ
が
、
高
句
麗
が
「
唐

の
高
宗
の
時
に
滅
ぼ
さ
れ
た
」
「
其
時
は
確
に
今
の
平
壌
で
滅
び
た
の
で
あ
」

る
か
ら
、
「
是
が
即
ち
所
謂
長
安
域
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結
論
に
な
」

　
　
　
⑯

る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
滅
亡
時
の
王
都
が
ど
こ
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
り
、
何
の
根
拠
も
な
く
「
今
の
平
壌
」
と
み
て
し
ま

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
が
、
遷
都
の
有
無
と
と
も
に
、
後
の
批
判
を

招
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
関
野
氏
に
お
け
る
、
高

句
麗
の
王
都
の
変
遷
観
が
、
一
貫
し
た
も
の
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

内
容
を
も
つ
関
野
論
文
は
、
そ
れ
ま
で
の
理
解
を
全
く
転
換
さ
せ
る
も
の
と

し
て
、
画
期
的
な
論
文
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
関
野
説
に
対
し
、
長
寿
王
遷
都
の
平
壌
城
が
大
城
山
誠
と
清
岩
子
土

城
と
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
長
安
城
遷
都
な
ど
な
く
、

滅
亡
ま
で
一
貫
し
て
同
所
が
王
都
で
あ
っ
た
、
と
主
張
し
た
の
が
、
三
品
彰

英
氏
で
あ
る
。

　
三
品
氏
は
、
　
『
三
国
史
記
』
の
長
安
城
遷
都
記
事
の
信
愚
性
に
は
慎
重
で

あ
り
、
中
国
史
書
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
疑
わ
し
い
と
み
る
。
そ
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高句麗長安城の位置と遷都の有無（田中）

の
中
国
史
書
の
検
討
で
は
、
特
に
『
新
重
書
』
巻
二
二
〇
・
列
伝
第
一
四
五

・
東
夷
・
高
麗
、
即
ち
高
麗
伝
の

　
　
其
君
居
平
壌
城
、
亦
謂
長
安
城
、
漢
楽
浪
郡
也
、
玄
京
師
五
千
里
而
凝
、

　
　
鉱
山
屈
鹿
毛
郭
、
南
涯
銀
水
、
王
築
三
其
左

と
い
う
記
事
に
注
目
し
、
唐
代
の
平
壌
城
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
こ
の
記
事

が
「
内
容
的
に
か
の
『
周
書
』
の
山
城
と
王
宮
に
関
す
る
説
明
と
一
致
す
る

も
の
で
あ
り
、
結
局
『
水
毒
注
』
の
語
る
地
点
の
こ
と
Σ
し
な
く
て
は
な
ら

ぬ
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
「
平
壌
時
代
に
於
け
る
高

句
麗
の
王
都
は
前
後
を
通
じ
て
同
一
処
」
具
体
的
に
は
関
野
氏
の
考
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

平
壌
城
、
即
ち
大
城
山
城
方
面
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
三

国
史
記
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
　
『
事
書
』
巻
八
一
・
列
伝
第
四
六
・
東
夷

・
高
麗
、
即
ち
高
麗
伝
に

　
　
其
国
都
於
平
壌
城
、
亦
日
長
安
城
、
東
西
六
里
、
随
山
屈
曲
、
南
浜
演

　
　
水

と
あ
る
う
ち
の
、
特
に
「
亦
日
長
安
城
」
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
と
推
定
す
る
。

　
そ
の
後
の
研
究
は
主
に
、
現
在
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
を
首
都
と
す
る
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
共
和
国
）
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
。
共
和
国
で
は
、

関
野
氏
の
指
摘
と
同
様
、
大
城
山
城
方
面
か
ら
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
へ
の
遷
都

を
認
め
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
、

遷
都
を
否
定
す
る
三
品
氏
の
所
説
が
、
当
然
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
研
究
の
概

要
を
み
て
お
き
た
い
。

　
大
城
山
城
方
面
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
的
調
査
が
中
心
で
あ
り
、
リ
・
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ン
ス
ン
編
『
大
城
山
－
平
壌
城
』
、
　
藥
熈
国
『
大
城
山
一
帯
の
高
句
麗
遺
跡

　
　
　
　
　
⑳

に
関
す
る
研
究
』
を
経
て
、
金
日
成
綜
合
大
学
考
古
学
及
び
民
俗
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

『
大
城
山
の
高
句
麗
遺
跡
』
と
い
う
大
著
に
結
実
し
た
。
そ
こ
で
は
大
城
山

城
が
、
長
寿
王
遷
都
の
平
壌
城
と
み
て
問
題
な
い
こ
と
を
、
考
古
学
的
に
検

証
し
、
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
嶺
時
の
王
宮
が
清
岩
倉
土
城
で
あ
る
と
み
る
関
野

説
を
批
判
し
て
、
関
野
氏
が
否
定
し
た
駐
屯
宮
肚
を
逆
に
王
宮
に
あ
て
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
充
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
あ

る
が
、
本
稿
で
の
関
心
か
ら
離
れ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
追
究
は
し
な
い
。

た
だ
、
こ
の
問
題
を
考
古
学
的
に
再
検
討
し
た
千
田
剛
道
士
に
よ
れ
ば
、
い

ず
れ
も
疑
問
が
あ
り
、
共
和
国
の
い
う
安
鶴
宮
証
の
下
層
に
、
当
該
の
王
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
長
安
城
に
つ
い
て
は
、
文
献
と
考
古
学
の
両
面
か
ら
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
大
城
山
城
に
関
す
る
諸
研
究
で
も
、
そ
れ
と
の
関
連

か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
長
安
城
を
直
接
対
象
と
す
る
の
は
、

　
　
⑮
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
㊧

鞍
擦
国
・
鄭
燦
永
・
罷
蓑
林
三
氏
の
論
考
で
あ
り
、
巖
氏
は
さ
ら
に
『
高
句

　
　
　
㊧

麗
平
壌
城
』
と
い
う
小
冊
子
で
詳
論
し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
も
特
筆
す
べ
き
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は
、
先
に
も
少
し
く
ふ
れ
た
城
壁
石
刻
を
、
長
安
城
の
も
の
と
み
た
う
え
で
、

そ
の
築
城
を
考
え
る
た
め
の
基
本
史
料
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
城
壁
石
刻
は
、
当
初
長
寿
王
代
の
も
の
と
み
ら
れ
、
後
に
は
六
世
紀
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
積
極
的
に
長
安
城
の
も
の
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
そ
れ
を
利
用
し
て
長
安
城
の
築
誠
を
考
え
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
共
和
国

の
研
究
の
出
現
は
、
研
究
史
の
も
う
一
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
、
と
評
価
す

　
　
　
　
　
　
⑱

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
利
用
が
結
果
的
に
正
当
で
あ
る
と

し
て
も
、
そ
の
前
提
と
も
い
う
べ
き
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
城
壁
が
長
安
城

の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
淵
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
証

明
は
、
い
ま
一
つ
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
即
ち
、
三
品
説
を
充
分
克

服
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

．
な
お
、
日
本
や
大
韓
民
国
に
お
い
て
も
、
長
安
城
に
ふ
れ
た
い
く
つ
か
の

論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
関
野
説
や
共
和
国
に
お
け
る
研
究
を
紹
介
・

祖
述
す
る
程
度
の
概
説
的
な
記
述
が
多
く
、
当
該
の
問
題
に
対
す
る
認
識
は

全
く
な
い
。
三
品
説
は
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
③
　
安
敵
影
肚
に
つ
い
て
は
、
そ
の
最
も
詳
細
な
発
掘
調
査
報
告
が
、
金
日
成
綜
合

　
　
大
学
考
古
学
及
び
民
俗
学
講
座
『
唄
刈
。
心
潮
　
エ
子
調
－
舟
掴
』
　
（
金
日
成
綜

　
　
含
大
学
出
版
社
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
一
九
七
三
年
一
一
月
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
特

　
　
に
そ
の
誠
壁
に
つ
い
て
は
、
一
〇
八
～
一
七
頁
を
参
照
。
な
お
、
同
書
H
安
鶴
宮

　
肚
（
一
〇
八
～
二
六
四
頁
）
は
、
水
谷
昌
義
氏
に
よ
る
抄
訳
が
あ
り
（
「
安
鶴
宮

　
肚
発
掘
調
査
報
告
」
、
『
朝
鮮
学
報
』
一
〇
九
三
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
、
内
容

　
の
簡
単
な
紹
介
と
し
て
、
永
島
暉
匿
慎
「
高
句
麗
の
都
誠
と
婬
築
」
（
『
難
波
宮
肚

　
の
研
究
第
七
』
論
考
篇
、
大
阪
市
文
化
財
協
会
、
一
九
八
一
年
三
月
）
が
あ
る
。

②
論
者
に
よ
っ
て
は
、
『
勝
覧
』
の
編
者
が
大
城
山
誠
と
安
二
宮
の
セ
ッ
ト
を
長

　
安
域
と
考
え
た
、
と
み
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
　
『
勝
覧
』
で

　
は
、
長
安
城
の
前
に
大
誠
山
城
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、
し
か
も
「
石
築
、
周
二
万

　
四
千
三
百
尺
」
と
あ
っ
て
、
長
安
城
に
つ
い
て
の
記
述
「
周
五
千
一
戸
六
十
一

　
尺
」
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
大
城
山
城
は
含
め
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

　
う
。

③
　
例
え
ば
、
申
景
溶
は
、
　
「
平
壌
」
も
長
安
域
も
と
も
に
平
壌
に
あ
る
が
、
そ
の

　
実
は
～
城
で
は
な
く
、
新
羅
で
金
城
・
月
城
・
満
月
誠
の
長
城
が
と
も
に
王
手
の

　
内
に
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
別
の
城
で
あ
る
、
と
す
る
（
『
旅
庵
全
山
』
巻
尺

　
・
平
壌
誠
）
。
ま
た
、
浅
見
倫
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
氏
所
蔵
「
の
束
輿
考
実
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
壌
図
に
は
大
城
山
の
束
髪
南
に
在
る
釜
山
を
以
て
長
安
城
と
為
し
「
平
原
王
移
都

　
予
此
」
と
傍
註
せ
り
」
と
い
う
（
同
氏
「
平
壌
と
長
安
城
」
〔
『
朝
鮮
』
（
の
ち
『
朝

　
鮮
及
満
洲
』
と
改
名
）
三
五
号
、
京
城
、
～
九
二
年
一
撃
〕
三
二
頁
）
。
浅
見
氏

　
自
身
は
、
同
書
の
ほ
か
『
大
東
與
地
図
』
や
『
勝
覧
』
を
あ
げ
、
　
「
之
を
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
に
古
の
長
安
城
は
今
の
平
壊
と
其
位
置
を
堅
し
ふ
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
古
の
勾

　
麗
晴
代
に
在
て
も
判
然
別
箇
の
地
に
し
て
誹
議
呈
す
る
を
得
さ
る
な
り
勾
麗
の
末

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
年
は
此
大
同
江
即
ち
渥
水
地
方
に
於
て
初
は
東
岸
の
黄
城
に
話
し
、
次
は
西
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
平
壌
に
移
り
、
終
に
北
方
の
長
安
裁
に
都
し
以
て
亡
に
至
れ
る
も
の
な
り
」
と
す

　
る
（
同
前
、
三
二
～
三
頁
。
傍
点
田
中
）
。
な
お
、
金
正
浩
『
大
東
地
誌
飯
巻
二

　
一
・
平
安
道
・
平
壊
・
沿
輩
で
は
、
　
「
平
原
王
二
十
八
年
玉
戸
長
安
城
」
と
い
う

　
本
文
に
、
「
在
府
東
二
＋
里
、
謙
称
大
城
由
」
と
い
う
駐
を
つ
け
て
い
る
が
、
同

　
・
城
池
の
「
長
安
城
」
で
は
『
勝
覧
』
の
註
に
ほ
ぼ
従
っ
て
お
り
、
特
に
一
説
を

　
た
て
た
と
は
考
え
難
い
。
あ
る
い
は
、
　
『
勝
覧
』
の
註
を
誤
解
し
た
の
か
も
知
れ
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高句麗長安城の位置と遷都の有無（田中）

　
な
い
。

④
城
壁
石
刻
に
つ
い
て
は
、
田
中
俊
明
「
高
句
麗
の
金
石
文
一
研
究
の
現
状
と

　
課
題
1
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
一
入
集
、
｝
九
入
｝
年
三
月
）
7
平
壌

　
城
城
壁
石
刻
ω
～
㈲
を
参
照
。

⑤
「
蕃
使
」
の
言
の
う
ち
、
「
即
楽
浪
郡
治
、
取
入
帝
人
」
は
、
鄭
道
元
の
註
と

　
考
え
ら
れ
る
。

⑥
「
蕃
使
」
の
言
に
即
し
て
、
h
城
」
の
位
置
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
本
来
は
、

　
「
蕃
使
」
が
潰
水
・
楽
浪
郡
治
を
ど
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
か
、
が
ま
ず
問

　
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
確
認
の
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、

　
そ
こ
で
次
善
の
方
法
と
し
て
、
現
実
に
穂
水
・
楽
浪
聖
業
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
、

　
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
関
野
氏
は
、
楽
浪
郡
治
を
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街

　
の
対
岸
、
大
同
江
面
土
城
洞
（
当
晴
）
に
あ
っ
た
と
考
え
る
説
の
首
唱
者
で
あ
り

　
（
同
茂
「
楽
浪
郡
治
の
遺
目
肚
」
　
〔
同
氏
『
潮
鮮
の
建
築
と
芸
術
』
（
「
は
じ
め
に
」

　
註
②
所
掲
）
。
初
出
は
、
　
「
遼
東
の
琢
（
三
）
」
の
｝
節
と
し
て
、
『
建
築
雑
誌
』
三

　
六
輯
四
三
五
号
（
一
九
二
二
年
九
月
）
所
載
〕
ほ
か
）
、
こ
こ
で
も
当
然
、
そ
れ

　
に
従
っ
て
い
る
。

⑦
関
野
貞
・
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
四
七
～
八
頁
。
な
お
、
こ
う
し
た
結

　
論
の
前
提
と
な
る
、
瀕
水
・
楽
浪
郡
治
の
位
置
比
定
次
第
で
、
結
論
も
異
な
る
こ

　
と
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
金
細
螺
氏
は
、
演
水
を
鴨
緑
江
と
み
、
「
城
」
を
通
溝

　
と
み
な
し
て
い
る
と
い
う
（
同
氏
「
高
句
麗
国
都
考
」
〔
『
全
北
大
学
校
論
文
集
』

　
一
一
輯
、
　
全
州
、
　
一
九
五
八
年
七
［
月
〕
。
懸
者
轟
木
日
処
。
徐
・
氷
球
人
「
實
岡
句
麗
　
　
｝
半
壌
遷

都
瑠
　
動
機
－
王
権
　
喫
　
中
央
集
権
的
　
支
配
体
調
漸
　
強
化
斗
碧
斗
’

　
塾
屯
量
器
1
」
〔
『
韓
国
文
化
』
2
、
刈
。
貫
大
学
校
韓
　
園
文
化
研
究
所
、
ソ
ゥ

　
ル
、
　
一
九
八
一
年
＝
一
月
〕
九
三
頁
翻
字
に
拠
る
）
。
し
か
し
徐
永
大
氏
も
指
摘

　
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
で
は
楽
浪
自
治
も
鴨
緑
江
流
域
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し

　
ま
い
、
納
得
し
難
い
（
徐
論
文
、
同
頁
）
。
こ
れ
は
論
外
と
し
て
も
、
楽
浪
郡
治

　
に
つ
い
て
は
、
　
蝋
撮
し
て
一
同
江
面
土
城
洞
に
あ
っ
た
と
み
る
関
野
説
に
対
し
て
、

　
後
に
は
そ
こ
に
移
っ
た
と
し
て
も
、
漢
の
武
帝
代
の
飼
設
以
後
、
あ
る
時
期
ま
で

　
は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
（
諸
説
に
つ
い
て
は
、
駒
井

　
和
習
『
楽
浪
』
　
〔
中
央
公
論
社
・
中
公
新
書
潮
、
　
九
七
二
年
　
二
月
〕
四
、
郡

　
治
は
う
つ
っ
た
か
、
参
照
）
、
い
ま
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
し
楽

　
浪
郡
治
が
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
、
　
「
蕃
使
」
の
言
を
解
釈

　
し
て
も
、
　
「
城
」
が
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
上
流
に
あ
る
と
い
う
結
論
は
、
か
え
る

　
必
要
が
な
い
。

⑧
関
野
貞
・
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
四
八
頁
。

⑨
い
つ
の
使
老
で
あ
る
か
特
定
で
き
れ
ば
、
情
報
の
年
次
も
特
定
で
き
る
の
で
あ

　
る
が
、
当
時
高
句
麗
は
、
北
魏
に
連
年
（
一
年
に
三
・
四
回
と
い
う
こ
と
も
多

　
い
）
召
使
朝
貢
し
て
お
り
（
田
中
俊
明
「
『
三
国
史
記
』
中
国
史
害
引
用
記
事
の

　
再
検
討
－
特
に
そ
の
成
立
の
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
一
」
〔
『
朝
鮮
学
報
』

　
一
〇
四
輯
、
一
九
八
二
年
七
月
〕
表
1
0
参
照
）
、
と
う
て
い
無
理
で
あ
る
。

⑩
関
野
貞
・
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
四
七
頁
。
た
だ
し
今
西
龍
氏
は
、
潰

　
水
を
大
同
江
で
は
な
い
と
み
る
立
場
か
ら
、
　
「
蕃
使
」
の
言
を
「
日
に
任
せ
て
虚

　
偽
を
答
へ
た
例
」
と
す
る
（
同
氏
「
洌
水
考
」
〔
同
氏
『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
、
近

　
沢
書
店
、
京
城
、
一
九
三
七
年
二
月
。
初
出
は
、
田
保
橋
潔
編
『
朝
鮮
支
那
文
化

　
の
研
究
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
二
九
年
九
月
）
所
収
〕
　
九
七
頁
）
。
は
た
し
て
そ

　
う
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
に
し
て
、
そ
の
場
合
も
、
　
「
蕃
使
」

　
の
言
の
沢
水
を
、
大
同
江
と
み
な
し
た
う
え
で
の
山
事
で
あ
り
、
　
「
城
」
の
位
置

　
を
考
え
る
う
え
で
は
、
全
く
問
題
な
い
。

⑪
森
鹿
三
「
騨
道
元
略
伝
」
（
同
氏
『
東
洋
学
研
究
歴
史
地
理
篇
』
、
東
洋
史
研

　
究
ム
四
、
　
㎝
九
七
〇
年
【
…
月
。
初
出
、
　
『
東
洋
史
研
究
』
六
鵬
徳
一
幌
別
、
　
…
九
四
一

　
年
・
四
月
）
二
〇
六
頁
。
魚
棚
に
よ
れ
は
、
　
『
水
経
注
』
の
撰
述
は
「
延
昌
・
神
亀

　
．
正
光
の
十
年
閲
」
と
い
う
（
岡
頁
）
。
延
愚
は
五
一
二
～
五
年
、
神
亀
は
五
一

　
八
～
二
〇
年
、
正
光
は
五
二
〇
～
五
年
で
あ
る
。

⑫
　
『
三
国
史
記
』
で
は
長
寿
王
代
の
遷
都
を
「
移
都
通
鍍
」
と
し
て
い
る
た
め
、
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こ
こ
ま
で
意
識
的
に
「
平
壌
」
と
表
記
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
　
「
平
壌

　
域
」
と
し
て
間
題
な
い
こ
と
を
職
地
盛
除
で
確
認
し
た
の
で
、
以
下
、
平
壌
城
と

　
表
記
す
る
。
な
お
、
中
国
虚
聞
で
は
既
に
『
韻
書
』
に
、
　
「
〔
季
〕
敷
至
其
所
居

　
平
壌
城
、
訪
其
方
審
」
　
（
巻
一
〇
〇
・
列
伝
第
八
八
・
高
句
麗
）
と
、
平
壌
誠
の

　
呼
称
が
み
え
て
い
る
。

⑬
遺
蹟
の
詳
細
は
、
池
内
宏
『
通
日
』
巻
上
（
日
吉
文
化
協
会
、
一
九
三
八
年
一

　
〇
月
）
を
参
照
。
池
内
氏
は
、
丸
都
自
国
内
山
同
一
処
説
に
立
っ
て
、
通
溝
城
を

　
丸
都
城
肚
、
山
城
子
山
城
を
丸
都
山
城
祉
に
あ
て
る
（
同
書
一
七
～
三
一
頁
）
。
関

　
野
氏
は
、
　
「
通
溝
城
と
山
城
子
と
は
畢
党
一
区
域
に
し
て
決
し
て
分
離
し
て
見
る

　
べ
き
者
に
あ
ら
ず
全
体
と
し
て
は
広
く
之
を
國
内
城
と
も
称
せ
し
な
る
べ
く
而
し

　
て
山
城
子
の
み
を
呼
ぶ
と
き
は
特
に
聖
戦
厳
城
と
日
ひ
し
者
な
ら
ん
」
と
し
（
同

　
氏
「
国
内
連
想
丸
都
城
の
位
置
」
〔
『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
一
一
号
、
一
九
一
四
年

　
一
一
月
〕
一
二
頁
）
、
丸
都
城
は
こ
れ
と
は
別
に
、
通
溝
よ
り
鴨
隠
江
下
流
約
六

　
七
㎞
の
楡
樹
林
子
に
あ
て
て
い
る
（
同
論
文
｝
二
～
三
頁
）
。
こ
の
ほ
か
異
説
も

　
多
い
が
、
そ
う
し
た
比
定
は
と
も
か
く
、
こ
の
組
み
あ
わ
せ
が
、
平
壌
遷
都
以
前

　
の
高
句
麗
王
都
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
問
題
が
な
い
と
考
え
る
。

⑭
関
野
貞
・
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
五
三
頁
。

⑮
　
関
野
氏
は
、
　
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
よ
り
以
前
に
お
い
て
既
に
、
長
寿
王
遷

　
都
の
平
壌
城
を
大
誠
山
城
方
面
と
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
場

　
合
、
王
宮
の
遺
戸
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
安
値
宮
肚
の
ほ
う
で

　
あ
っ
た
（
同
氏
・
註
⑬
論
文
、
一
一
頁
、
ほ
か
）
。

⑯
　
関
野
貞
・
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
四
八
頁
。

⑰
　
三
品
彰
英
・
「
は
じ
め
に
」
註
⑧
論
文
、
四
六
～
七
頁
。

⑱
同
前
、
四
三
～
四
頁
。

⑲
リ
．
ソ
ソ
ス
ン
（
司
馨
み
τ
）
編
『
州
馬
韓
－
噌
呼
碧
』
、
朝
鮮
労
働
党
出

　
版
社
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
一
九
六
三
年
六
月
。

⑳
察
照
国
『
期
選
培
6
1
己
司
斗
エ
子
調
弁
絹
露
点
赴
唱
辛
』
（
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
考
古
学
及
び
民
俗
学
研
究
所
　
遺
跡
発
掘

　
報
出
鼻
第
九
輯
）
、
　
社
会
科
滋
ず
院
出
版
姉
仏
、
　
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
　
一
九
六
四
廊
†
六
月
。
同

　
書
の
簡
単
な
紹
介
と
し
て
、
田
村
晃
一
「
高
句
麗
の
馬
下
－
大
聖
山
城
の
場
合

　
一
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
一
号
、
一
九
七
六
年
四
月
）
が
あ
る
。
な

　
お
察
氏
に
は
、
同
書
よ
り
以
前
に
、
該
問
題
に
つ
い
て
は
同
趣
旨
の
「
零
誓

　
早
ユ
し
帽
　
0
1
私
」
τ
　
エ
子
調
　
歯
列
潮
　
6
丁
瑚
ー
エ
辛
斜
　
零
磐
　
胤
呈

　
一
五
三
〇
直
写
司
　
刈
糾
司
i
」
（
『
文
化
遣
産
』
一
九
五
七
年
五
号
、
ピ
ョ
ン

　
ヤ
ン
、
同
年
九
月
）
が
あ
る
。

⑳
註
①
参
照
。

＠
　
千
田
君
道
「
清
岩
里
廃
寺
と
安
鶴
宮
」
　
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
3
0
周

　
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
文
化
財
論
叢
』
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
三
月
）
。

　
田
村
晃
一
氏
も
、
　
「
長
寿
王
遷
都
の
際
の
都
を
安
鶴
宮
坂
に
比
定
す
る
見
解
に
は

　
従
い
か
ね
る
も
の
が
あ
る
」
と
す
る
（
同
氏
「
高
句
麗
の
寺
院
肚
に
関
す
る
若
干

　
の
考
察
」
〔
『
佐
久
間
重
男
教
授
退
休
記
念
中
国
史
陶
磁
史
論
集
』
、
燦
原
、
一
九

　
八
三
年
三
月
〕
五
九
五
頁
）
。

㊥
察
煕
国
「
碧
勢
至
（
看
吐
層
）
潮
　
斎
層
　
魚
層
州
　
切
苛
鋼
」
（
『
考

　
古
民
俗
』
一
九
六
五
年
三
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
同
年
九
月
）
。
融
⑳
論
文
も
参
照
。

⑭
郷
燦
永
「
掲
磐
奄
司
　
湘
苛
政
」
（
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
六
年
二
号
、
同
年

　
六
月
）
。

⑮
羅
義
軍
④
「
噌
噛
碧
音
響
。
℃
岨
曙
外
子
ロ
亡
（
『
考
古
民
俗
』
一
九

　
六
七
年
二
号
、
同
年
山
ハ
【
月
）
、
　
α
シ
「
エ
ユ
ー
甫
　
　
零
喝
碧
　
（
を
碧
蛙
）
朝
「
　
碧

　
潮
『
轟
「
至
裾
刃
「
斗
　

擁
観
ロ
管
①
「
　
明
肉
暦
則
」
（
『
考
古
畏
俗
』
　
｝
九
』
ハ
七
年
一
二

　
号
、
同
年
九
月
）
。

⑳
　
崔
義
林
『
エ
子
司
　
噌
嗜
碧
』
　
（
科
学
、
百
科
事
典
出
版
社
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、

　
一
九
七
八
年
三
月
）
。
高
寛
敏
氏
に
よ
る
抄
訳
が
、
『
朝
鮮
学
術
通
報
』
闘
一
辺
、

　
4
（
一
九
八
○
年
一
獅
月
、
　
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ヨ

⑳
　
田
中
俊
明
・
註
④
論
文
、
一
二
六
～
七
頁
参
照
。
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⑱
右
に
と
り
あ
げ
た
論
著
に
先
だ
っ
て
、
共
和
国
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
観
点
で

　
の
先
駆
的
な
業
績
と
み
ら
れ
る
黄
蓮
氏
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

　
が
、
日
本
で
は
入
手
不
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
研
究
史
上
、
重
要
な
論
考
で
あ
る

　
と
推
察
さ
れ
る
の
で
、
全
容
の
紹
介
を
期
待
し
た
い
。
薬
餌
国
・
註
⑳
著
書
、
お

　
よ
び
註
⑳
論
文
の
と
も
に
脚
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
（
前
者
五
六
頁
、
後
者
二

　
一
頁
）
、
題
名
は
前
者
が
「
エ
辛
調
　
エ
三
　
（
調
σ
磐
層
　
看
ユ
）
」
、
後
者
が

　
「
エ
子
司
潮
　
エ
＝
亡
と
違
っ
て
お
り
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
朝
鮮
物
質

　
文
化
調
査
保
存
委
員
会
の
機
関
誌
『
文
化
遺
物
隠
一
輯
（
一
九
四
九
年
）
に
所
載

　
　
へ
　
　
　
　
む

　
と
し
う

⑳
　
金
映
遂
・
註
⑦
論
文
、
矢
守
一
彦
④
「
朝
鮮
の
都
城
と
邑
誠
一
そ
の
系
譜
・

　
形
態
・
分
布
i
」
　
（
同
氏
『
都
市
ブ
ラ
ン
の
研
究
』
　
〔
大
明
堂
、
一
九
七
〇
年

　
一
一
月
〕
陥
弟
6
章
）
、
　
同
⑥
「
平
壌
」
　
（
同
氏
『
都
市
図
の
歴
史
－
世
界
一
編
…
晦

　
〔
講
談
社
、
一
九
七
五
年
七
月
〕
都
市
誌
と
古
地
図
1
4
）
、
井
上
秀
雄
④
「
朝
鮮

　
の
都
城
」
　
（
上
田
正
昭
編
『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
都
城
』
、
社
会
思
想
社
、

　
一
九
七
六
年
五
月
）
、
同
㈲
「
朝
鮮
の
都
城
」
（
『
歴
史
公
論
』
一
一
巻
一
〇
号
、
　
一

　
九
七
六
年
一
〇
月
）
・
同
⑭
「
朝
鮮
の
山
城
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研

　
究
報
告
』
一
五
集
、
一
九
七
九
年
三
月
）
、
藤
島
亥
治
郎
④
「
平
壌
」
（
同
氏
『
韓

　
の
建
築
文
化
』
、
芸
艸
堂
、
一
九
七
六
年
六
月
）
、
同
㈲
「
朝
鮮
三
国
時
代
の
都
市

　
と
城
」
　
（
井
上
光
貞
ほ
か
編
『
練
柳
好
走
世
界
日
本
古
代
史
講
座
4
　
朝
鮮
三
国

　
と
倭
国
』
、
学
生
社
、
一
九
八
○
年
九
月
）
、
李
進
熈
「
朝
鮮
と
日
本
の
山
城
」

　
（
上
田
正
昭
編
『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
　
城
』
、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
七
年
六

　
月
）
、
高
橋
誠
一
㈲
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
市
」
　
（
『
地
理
』
二
五
巻
九
号
、
一
九

　
八
○
年
九
月
）
、
同
⑥
「
古
代
朝
鮮
の
都
市
」
（
『
講
座
考
古
地
理
学
2
　
古
代
都

　
市
』
、
学
生
社
、
　
九
八
三
年
一
月
）
、
同
㈲
「
古
代
朝
鮮
・
日
本
の
都
市
と
城
壁
」

　
（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
城
下
町
と
そ
の
変
貌
』
、
柳
原
書
店
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
、

　
永
島
暉
臣
慎
・
識
①
論
文
、
徐
架
柱
・
註
⑦
論
文
、
千
田
二
道
・
註
⑫
論
文
、
な

　
ど
。

2

共
莉
国
に
お
け
る
遷
都
否
定
説
批
判

　
で
は
、
共
和
国
に
お
け
る
遷
都
否
定
説
、
即
ち
三
品
氏
の
所
説
に
対
す
る

批
判
を
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
ま
ず
藥
煕
圏
氏
は
、
　
「
現
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
中
心
部
を
包
括
す
る
平
壌

城
内
部
か
ら
、
多
数
の
高
句
麗
遺
跡
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
高
句
麗
築
城

を
証
明
す
る
資
料
で
あ
る
刻
字
城
石
が
発
見
さ
れ
た
厳
然
た
る
事
実
」
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
献
解
釈
の
み
に
よ
る
三
品
説
を
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
批
判
す
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
批
判
に
は
な
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
は
、
ピ
ョ
ソ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ヤ
ン
市
街
が
王
都
と
し
て
の
長
安
城
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
高
句
麗

時
代
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
は
確
か
に
必
要
条
件
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の
み
で

は
長
安
城
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
は
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
「
刻
字
城

石
」
即
ち
い
わ
ゆ
る
城
壁
石
刻
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
王
都
長
安
城
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
何
ら
保
証
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
三
品
説
に
対
す
る
批
判
を
正
面
か
ら
展
開
し
た
の
は
、
鄭
燦
永
氏
で
あ
り
、

先
の
察
氏
の
考
古
学
資
料
に
基
づ
く
批
判
に
賛
同
し
つ
つ
、
　
「
少
し
別
の
側

面
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
よ
う
と
」
す
る
。
別
の
側
面
と
は
、
三
品
氏
が
『
三

国
史
記
』
批
判
に
用
い
た
中
園
史
書
の
再
検
討
で
あ
り
、
『
周
書
』
　
『
強
弓
』

両
唐
書
等
の
所
伝
を
比
較
し
て
、
次
の
二
点
に
注
目
す
る
。
一
は
、
　
「
平
壌

城
を
一
名
長
安
城
と
よ
ぶ
と
い
う
の
は
『
晴
書
』
が
最
初
で
あ
る
」
こ
と
。
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二
は
、
　
『
旧
唐
書
』
以
前
の
諸
書
が
「
南
臨
野
水
」
と
記
す
こ
と
、
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
「
『
類
書
』
の
記
録
が
長
安
城
が
完
工
さ
れ
た
以
後
の
も

の
だ
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
」
と
し
、
そ
れ
は
、
階
唐
が
何
度
も
高
句
麗

を
侵
犯
し
、
以
前
に
比
べ
て
高
句
麗
の
事
情
が
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
実
際
に
ま
た
「
区
画
を
定
め
羅
誠
を
作
っ
た
末
期
の
平
壌

城
を
長
安
城
と
よ
ん
だ
と
い
う
事
実
を
よ
く
知
っ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
、

と
い
う
。
こ
こ
で
鄭
氏
は
、
長
安
城
が
「
羅
城
を
作
っ
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、
　
『
三
国
史
記
』
言
説
〇
・
高
句
麗
本
紀
第
入
・
門
島
王
二
三
年
（
六

＝
一
）
条
に
み
え
る
、
　
「
羅
廓
」
の
語
を
含
む
来
護
児
敗
走
の
記
事
を
用
い

て
い
る
が
、
そ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
次
に
後
者
に
つ
い
て
、
　
『
上
海
』
に

よ
れ
ば
「
臨
」
は
「
以
高
堂
下
也
」
、
「
涯
」
は
「
水
辺
也
」
と
あ
り
、
決
し

て
同
じ
で
は
な
く
、
「
『
新
島
書
』
が
「
涯
」
字
に
改
め
た
の
は
長
安
城
の
状

況
を
も
う
少
し
具
体
的
に
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
み
か
た
の
補
足
と
し
て
、
『
和
書
』
に
「
南
謡
言
水
」

と
あ
る
点
は
、
　
「
具
体
的
な
描
写
は
大
体
、
前
代
の
史
薔
の
ま
ま
に
し
て
お

い
た
」
た
め
で
あ
り
、
『
新
回
書
』
が
前
史
の
「
三
山
屈
曲
」
を
改
め
て
、

「
随
山
屈
糠
為
郭
」
と
す
る
点
は
、
　
「
前
代
の
記
録
の
文
章
だ
け
を
改
め
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
山
城
的
な
要
素
は
」
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市

街
に
お
い
て
は
山
誠
と
い
え
る
「
北
城
と
内
城
に
も
該
当
す
る
」
か
ら
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

安
城
に
つ
い
て
の
記
事
と
い
え
な
い
わ
け
で
も
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
結
果
的
に
み
れ
ば
正
し
い
理
解
も
多
い
が
、
こ
こ
で
の

限
り
に
お
い
て
は
、
三
晶
帯
が
遷
都
を
否
定
す
る
た
め
に
用
い
た
史
料
を
、

遷
都
が
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
み
な
お
し
て
も
、
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
前
提
と
な
る
遷
都
の
事
実
そ
の
も
の
を
証
明
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
水
か
け
論
に
終
わ
る
お
そ
れ
が
充
分
に
あ
る
。
た
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

来
護
児
敗
走
記
事
は
、
実
は
『
資
治
通
鑑
』
に
拠
っ
た
記
幕
で
あ
り
、
そ
こ

に
み
え
る
「
羅
廓
」
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
新
寸
書
』

の
「
随
山
屈
線
為
郭
」
を
、
大
城
山
城
の
記
録
と
み
る
立
場
か
ら
は
、
そ
の

「
郭
」
の
文
飾
、
な
い
し
は
中
国
的
表
現
で
あ
る
と
の
反
論
が
想
定
さ
れ
よ

や
決
め
手
と
し
て
は
弱
い
の
で
あ
る
・

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
共
和
国
に
お
け
る
、
遷
都
を
否
定
す
る
三
品
説
の
批

判
は
、
な
お
充
分
で
な
く
、
従
っ
て
あ
ら
た
め
て
三
贔
説
を
批
判
・
克
服
し

な
け
れ
ば
、
高
句
麗
長
安
城
の
研
究
は
、
そ
の
基
盤
を
失
っ
た
、
砂
上
の
楼

閣
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
私
な
り
の
検
討
を
進
め
る
’

こ
と
と
し
た
い
。

③
　
察
煕
国
・
第
1
節
註
⑳
著
書
、
八
四
頁
。
同
註
⑬
論
文
、
二
七
頁
に
も
同
趣
旨

　
の
批
判
が
み
ら
れ
る
。

②
鄭
燦
永
・
第
1
節
註
⑳
論
文
、
一
八
～
二
〇
頁
。

③
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
・
階
紀
五
・
燭
皇
帝
上
之
下
・
大
業
八
年
六
月
条
。

　
同
記
菰
が
『
通
鑑
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
田
巾
俊
明
・
第
1
節
註
⑨
論
文
、

　
表
5
の
7
8
を
参
照
。
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ヘ
　
　
へ

④
　
『
通
鑑
』
の
「
〔
来
護
児
〕
簡
精
甲
四
万
直
造
城
下
、
高
麗
伏
兵
於
羅
郭
内
空
寺

　
中
、
出
兵
与
護
児
戦
爺
偽
敗
、
三
児
逐
之
入
域
、
縦
二
重
掠
」
と
あ
る
部
分
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
応
記
事
と
し
て
、
　
『
二
三
』
で
は
、
「
〔
来
三
児
〕
乗
勝
直
造
城
下
、
破
其
郭
郭
、

　
糞
溜
縦
軍
大
掠
」
　
（
巻
六
四
・
列
伝
第
二
九
・
来
護
児
）
と
し
て
い
る
（
傍
点
と

　
も
に
田
中
）
。

3

『
三
国
史
記
』
長
安
城
記
事
の
史
料
価
値

　
三
品
氏
は
、
　
『
三
国
史
記
』
に
信
感
性
を
お
か
ず
、
中
国
史
料
を
用
い
て

そ
れ
を
批
判
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
『
三
国
史
記
』
に
限
定
し
た
、
史

料
価
値
の
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。
　
『
三
国
史
記
』
で
は
、
長
安
城
に
つ
い

て
、
冒
頭
に
記
し
た
高
句
麗
本
紀
の
二
記
事
、
お
よ
び
地
理
志
の
一
記
事
の

ほ
か
、
同
じ
く
地
理
志
の
後
文
に

　
　
唐
書
論
、
平
壌
城
笹
下
長
安
、
而
古
記
云
、
自
平
壌
移
長
安
、
則
二
城

　
　
同
異
遠
近
、
則
不
可
知
夷

と
記
す
。
こ
れ
は
金
詰
賦
自
身
の
手
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
記
事
の
一
つ
で

　
　
①

あ
る
が
、
そ
れ
が
確
か
で
な
い
と
し
て
も
、
編
者
の
誰
か
が
執
筆
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
「
古
記
云
」
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
平
壌
域
か
ら
長
安
城
へ
の
遷
都
記
事
は
、
ど
う
や
ら
「
古

記
」
に
基
づ
い
て
記
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
編
者
は
、
　
「
唐
国
」
（
『
新

　
　
　
　
　
②

唐
書
』
を
指
す
）
の
所
伝
と
「
古
記
」
の
所
伝
を
比
較
し
た
う
え
で
、
　
「
二

城
同
異
遠
近
、
則
不
可
知
　
」
と
い
う
よ
う
に
、
　
「
古
記
」
の
所
伝
を
一
方

的
に
採
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
の
判
断
を
、
慎
重
に
も

避
け
て
い
る
。
も
し
編
者
自
身
が
造
作
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
客

観
的
な
扱
い
は
し
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
の
遷
都
記

事
は
、
　
「
古
記
」
の
所
伝
を
、
何
の
作
為
も
な
く
、
た
だ
そ
の
ま
ま
に
引
用

し
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
　
『
三
圏
史
記
』
の
編
修
段
階
で
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
「
古
記
」

も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
段
階
に
ま
で
遡
っ
て
造
作
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
明
証
の
な
い
単
な
る
憶
測
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
否
定
し
て
し
ま
う
根
拠
も
な
い
の
で
あ
る
。
　
『
三
国
史
記
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
「
古
記
」
と
い
う
表
記
が
多
く
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
私
は
先
に
、
　
『
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
国
史
』
を
指
す
と
の
推
定
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
古

記
」
に
限
れ
ば
、
そ
の
実
体
は
知
り
得
な
い
が
、
た
だ
『
旧
三
国
史
』
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
高
麗
時
代
に
な
っ
て
撰
述
さ
れ
た
、
そ
う
古
く
な
い
書

で
あ
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
中
国
史
書
が
引
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
⑤

た
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
、
　
「
古
記
」
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
段
階
で
、

三
品
氏
が
想
定
す
る
よ
う
な
造
作
が
な
か
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
の
で
あ

る
。　

要
す
る
に
、
　
『
三
国
史
記
』
に
限
定
し
て
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
長
安
城

遷
都
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
疑
問
の
余
地
な
く
、
断
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
り
、
他
の
文
献
史
料
に
よ
る
傍
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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①
心
柄
栩
コ
藷
国
史
記
司
鍛
司
刈
潮
歴
史
叙
述
」
（
同
氏
『
東
亜
交
渉
史

　
潮
　
研
究
』
、
三
音
大
学
校
出
版
部
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
〇
年
六
月
。
初
出
、
金

　
載
元
博
士
回
甲
紀
念
論
叢
編
輯
委
員
会
編
『
金
載
元
博
士
回
甲
紀
念
論
叢
晦
、
乙

　
酉
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
九
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
金
審
繊
が
直
接
執
筆
し

　
た
と
み
ら
れ
る
の
は
、
諭
賛
と
志
の
序
論
該
当
部
分
と
で
あ
る
と
い
う
（
七
五
～

　
六
頁
）
。
本
記
黍
は
後
者
に
あ
た
る
。

②
　
田
中
俊
明
・
第
1
節
註
⑨
論
文
、
表
1
の
⑱
参
照
。

③
末
松
保
和
コ
ニ
国
史
記
の
経
籍
関
係
記
事
」
（
同
氏
『
青
丘
史
草
第
二
』
、
私
家

　
版
、
一
九
六
六
年
七
月
。
初
出
、
原
題
「
高
麗
文
献
小
録
〇
三
国
史
記
」
、
『
青
丘

　
学
叢
』
六
号
、
一
九
三
一
年
一
一
月
）
三
九
頁
参
照
。

④
　
田
中
俊
明
「
『
三
国
史
記
』
撰
進
と
『
旧
三
国
史
』
」
（
『
朝
鮮
学
報
騙
八
三
輯
、

　
一
九
七
七
年
四
月
）
2
「
本
国
古
記
」
と
『
学
匠
国
史
』
。

⑤
　
私
は
、
『
二
三
国
史
』
に
既
に
、
少
な
く
と
も
『
後
漢
霞
』
が
引
用
さ
れ
て
い

　
た
と
考
え
て
い
る
（
同
前
、
お
よ
び
第
1
節
註
⑨
論
文
、
七
五
～
六
頁
）
。

4

三
代
に
お
け
る
王
都
の
位
置

　
前
節
で
み
た
よ
う
な
『
三
国
史
記
』
の
限
界
を
ふ
ま
え
て
、
三
二
説
を
批

判
す
る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
、
長
安
城
遷
都
を
裏
づ
け
る
他
の
文
献
史
料
が

示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
直
接
に
遷
都
の
事
実
を
記
す
史
料

は
、
恐
ら
く
な
い
。
そ
れ
で
は
、
遷
都
を
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
つ

ま
り
、
愚
弄
即
ち
滅
亡
前
の
王
都
の
位
量
を
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
特

定
で
き
れ
ば
い
い
わ
け
で
、
そ
う
す
れ
ば
長
寿
王
．
遷
都
の
平
壌
城
、
即
ち
大

城
山
城
方
面
と
は
明
ら
か
に
違
う
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
遷
都
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
み
お
と
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
た
め
の
恰
好
の
史
料
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
　
『
通
典
』
巻
一
八
六
・
辺
防
二
・
東
夷
下
・
高
句
麗
の
、

　
　
平
壌
城
東
北
有
魯
陽
山
、
魯
城
在
其
上
、
西
南
二
十
里
、
有
葦
山
、
南

　
　
鵬
瀕
水

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
『
高
麗
記
』
に
依
拠
し
た
記
事
と
考

　
　
　
　
①

え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
　
『
高
麗
記
』
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
　
『
奉
使
高
麗
記
』
と
も
記
し
、
「
貞
観
一
五
年
（
六
四
一
）
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

情
偵
察
の
た
め
高
句
麗
に
派
遣
さ
れ
た
陳
大
徳
の
調
査
報
告
書
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
記
事
の
年
代
や
性
格
を
明
ら
か
に
し
得
る
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
こ
に
、
　
王
都
で
あ
る
平
壌
城
を
中
心
と
し
て
、

「
東
北
し
に
は
「
魯
城
」
が
上
に
あ
る
「
魯
陽
山
」
が
あ
り
、
逆
に
「
西
南

二
十
里
」
に
は
「
葦
舟
」
が
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
　
「
魯
陽

山
」
　
「
葦
山
」
の
位
置
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
西
南
・
東
北

二
〇
里
に
あ
る
王
都
平
壌
城
の
位
麗
が
特
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
魯
陽
山
」
に
つ
い
て
、
　
『
高
麗
史
』
巻
五
八
・
志
第
一
二
・
地
理

三
の
西
京
留
守
官
平
壌
府
の
条
に
、
　
「
重
大
城
山
」
と
あ
り
、
そ
の
分
註
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
面
九
龍
山
、
　
一
雨
魯
陽
山
、
文
献
通
誰
、
5
云
、
平
壌
城
東
北
有
魯
陽
山
、

　
　
即
謂
此
也
、
山
頂
有
三
池
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高句麗長安城の位置と遷都の有無（田中）

　
　
③

と
あ
る
。
『
東
国
輿
地
勝
心
』
巻
五
一
・
平
壌
府
・
山
川
で
は
、
九
龍
山
を

と
り
あ
げ
、
分
註
の
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
在
府
北
二
十
里
、
食
上
大
城
山
、
或
云
魯
陽
山
、
古
記
、
山
頂
有
九
十

　
　
九
三
、
今
民
有
三
池
、
天
盛
穀
雨
有
験

と
す
る
。
　
「
葦
山
」
に
つ
い
て
も
、
『
勝
覧
』
の
同
じ
く
山
川
の
後
文
で
と

り
あ
げ
て
お
り
、

　
　
在
府
西
南
二
十
里
、
南
重
心
水

と
す
る
。
こ
れ
ら
、
特
に
「
魯
陽
山
」
に
つ
い
て
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
　
「
魯

陽
山
」
即
ち
大
城
山
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
西
南
に
あ
る
「
平
壌

城
」
は
長
寿
王
遷
都
の
大
城
山
城
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
高
麗
史
』
の
記
事
中
に
『
文
献
通
考
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
勝

覧
』
の
「
葦
山
」
に
つ
い
て
の
記
事
も
『
通
典
』
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
『
軍
資
』
あ
る
い
は
そ
れ
を
承
け
た
『
文
献
通
考
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
所
伝
を
も
と
に
、
　
「
平
壌
城
」
が
当
時
の
平
壌
府
、
即
ち
現
在
の
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
市
街
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
記
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
の
解
釈

も
充
分
に
成
り
立
ち
、
そ
れ
で
は
循
環
論
法
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
例

え
ば
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
測
図
、
陸
地
測
量
部
発
行
の
五
万
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
地
図
「
平
壌
東
部
」
を
み
る
と
、
大
聖
山
（
一
大
城
山
）
の
東
麓
に
魯
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

里
が
あ
り
、
西
麓
に
は
魯
聖
里
が
あ
る
（
地
図
参
照
）
。
こ
れ
は
、
大
城
山

が
魯
陽
山
と
も
よ
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

も
し
『
通
典
』
の
「
平
壌
城
」
が
長
寿
王
遷
都
の
大
城
山
城
で
あ
る
と
仮
定

す
る
と
、
そ
の
「
東
北
」
に
、
　
「
魯
城
」
を
上
に
も
つ
よ
う
な
山
を
見
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。

『
通
典
』
の
記
事
は
、
　
「
平
壌
城
」
を
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
、
　
「
魯
陽

山
」
を
大
城
山
と
仮
定
し
て
は
じ
め
て
、
か
つ
そ
の
仮
定
の
場
合
に
限
っ
て
、

無
理
な
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
『
三
国
史
記
』
と
な
ら
ん
で
重
要
な
朝
鮮
史
料
で
あ
る
『
三

国
遺
事
』
で
あ
る
が
、
長
安
城
遷
都
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
王
暦
の
平
原
王

の
項
に
も
、
そ
れ
以
外
に
も
、
全
く
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と

に
、
唐
代
の
王
都
平
壌
城
の
位
置
を
推
定
で
き
そ
う
な
記
事
が
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
巻
三
・
解
像
第
四
・
高
麗
霊
塔
寺
の
項
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
〔
薄
徳
〕
寒
寒
平
壌
城
…
…
至
城
西
大
宝
山
由
品
穴
探
禅
観
、
有
神
人
来

　
　
請
、
軍
戸
癖
地
、
乃
置
錫
杖
角
書
、
指
其
地
日
、
此
下
有
八
面
七
級
石

　
　
搭
、
掘
之
果
然
、
因
立
精
舎
、
不
霊
長
寿
、
土
居
之

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
仁
徳
は
高
句
麗
僧
で
、
『
遺
事
』
の
同
じ
く
単
三
・

制
法
第
三
・
宝
蔵
奉
老
普
徳
移
庵
の
項
に
も
記
す
よ
う
に
、
国
王
が
道
教
を

奉
じ
、
国
運
も
危
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
方
丈
を
飛
ば
し
て
、
南
の
孤
大
山

に
移
っ
た
、
と
い
う
説
話
で
知
ら
れ
、
そ
の
「
移
庵
」
が
『
遺
事
』
で
は
永

田
元
年
（
六
五
〇
）
に
係
け
ら
れ
て
い
る
。
右
の
記
事
は
、
そ
れ
よ
り
以
前

の
こ
と
で
あ
る
が
、
唐
代
に
あ
た
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
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「
平
壌
城
」
の
「
西
」
に
「
大
宝
山
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
「
大
宝
山
」
に
つ
い
て
、
　
『
勝
覧
』
の
、
先
と
同
じ
く
平
壌
府
の
山
川
で

と
り
あ
げ
て
お
り
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
在
府
西
三
十
七
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
註
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
陸
地
測
量
部
発
行
の
地
図
「
岐
陽
」
に

は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
西
十
数
㎞
に
大
宝
山
が
み
え
、
山
中
に
は
霊
泉
寺

が
あ
る
。
　
『
遺
事
』
の
方
位
表
記
が
ど
れ
ほ
ど
厳
密
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ

る
が
、
大
城
山
城
か
ら
は
西
南
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
は
や
は
り
、
ピ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ヤ
ソ
市
街
を
起
点
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
、
と
み
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
　
二
つ
の
文
献
史
料
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
王
都
、
蓑
記
は
と
も
に

「
平
壌
城
」
で
あ
る
が
、
そ
の
位
遣
は
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
た
る
、

と
み
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
と
す
れ
ば
、
長
寿
王
遷

都
の
平
壌
城
が
既
に
大
城
山
城
方
面
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
か

ら
、
唐
代
の
平
壌
城
と
は
、
表
記
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
位
置
は
全
く
異
な

る
こ
と
に
な
り
、
両
掛
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
間
に
、
即
ち
宝
典
か
ら

『
通
典
』
の
記
事
の
年
次
と
み
ら
れ
る
六
四
一
年
ま
で
の
間
に
、
遷
都
が
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
要
す
る
に
、
こ
こ
で
の
検
討
を
経
て
、
遷
都
は
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
、
お

よ
び
遷
都
後
の
王
都
は
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
遷
都
後
の
王
都
に

つ
い
て
も
、
長
安
城
で
は
な
く
、
　
「
平
壌
域
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
、
そ
し
て
三
品
説
批
判
を
よ
り
完
全
な
も
の

に
す
る
た
め
、
　
『
階
書
』
以
下
の
中
国
史
書
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

①
　
『
高
麗
記
』
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
『
通
典
』
の
こ
の
記
事
の
前
後
に
、
『
翰

　
苑
』
蕃
夷
部
（
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
。
竹
内
理
三
校
訂
・
解
説
『
翰
苑
』
　
〔
吉
川

　
弘
文
館
、
　
一
九
七
七
年
五
月
〕
に
図
版
と
し
て
影
印
）
の
註
に
所
引
の
『
高
麗

　
記
』
の
侠
文
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
み
ら
れ
、
ま
た
他
の
扶
文
に
は
地
理
的
な
位
皿
戯

　
関
係
を
示
す
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
の
記
事
も
同
じ
く
『
高
麗
記
』
に
拠
っ
た
も

　
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
告
田
光
男
「
『
翰
苑
隠
註
所
引
『
高
麗
記
』
に
つ

　
い
て
I
l
特
に
筆
者
と
作
成
年
次
ー
ー
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
八
五
輯
、
一
九
七
七
年

　
一
〇
月
）
二
七
頁
註
⑪
参
照
。

②
吉
田
光
男
・
前
司
論
文
、
二
三
頁
。

⑧
傍
点
田
中
（
以
下
同
じ
）
。
『
孟
宗
実
録
』
巻
一
五
四
・
地
理
志
〔
七
〕
・
平
安

　
道
・
平
壌
府
で
も
、
　
名
山
の
一
つ
と
し
て
大
城
山
を
と
り
あ
げ
、
　
そ
の
分
註
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
カ

　
「
在
府
北
、
一
云
九
龍
山
、
＝
ム
魯
陽
山
、
古
称
山
頂
有
九
十
九
池
、
今
但
有
三

　
池
、
遇
皐
則
蕎
、
二
三
有
恵
菜
」
と
記
す
。

④
『
文
献
通
則
』
で
は
、
巻
三
二
五
・
四
葉
考
二
・
高
句
麗
に
み
え
る
記
事
で
あ

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
じ

⑤
　
　
『
勝
覧
』
に
拠
れ
ば
、
　
「
恭
懲
王
十
入
年
（
一
三
六
九
）
設
万
戸
府
、
後
改
為

　
ヤ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
ろ
　
マ
　
ヘ
　
へ

　
平
壌
府
、
本
朝
爾
之
、
以
観
察
使
兼
府
歩
」
と
あ
り
（
巻
五
一
・
平
壌
府
・
建
置

　
沿
革
）
、
李
朝
建
国
当
初
か
ら
、
平
壌
府
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑥
覇
攣
島
鵯
分
地
図
集
成
』
（
学
生
社
、
一
九
八
葦
九
月
）
影
印
所
収

　
に
よ
る
。
「
平
壌
東
部
」
は
、
一
九
一
七
年
測
図
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
発
行
。

⑦
「
謬
と
「
城
」
は
音
通
で
あ
り
（
現
代
朝
鮮
音
、
と
も
に
「
碧
」
）
、
魯
聖
里
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は
本
来
、
魯
城
里
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
大
城
山
も
、
同
地
図
の
よ
う
に
火

　
聖
山
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
字
義
か
ら
み
て
こ
れ
も
、
本
来
は
大
城
山
で

　
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

⑧
　
註
⑥
参
照
。
　
「
岐
陽
」
は
、
一
九
一
　
年
測
図
、
一
九
一
八
年
一
一
月
発
行
。

⑨
　
『
遣
事
隔
に
は
こ
の
ほ
か
、
三
三
・
興
法
第
三
・
宝
蔵
量
産
普
徳
移
庵
の
項

　
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
又
写
高
麗
古
記
云
…
…
古
平
玉
城
露
量
月
城
也
、
道
士
等
呪
勅
南
河
竜
、
加

　
　
築
為
満
月
誠
、
因
名
竜
堰
城
、
作
配
日
、
竜
幅
寄
、
且
云
千
年
宝
蔵
堵
、
或

　
　
塑
破
霊
石

　
と
い
う
、
　
「
平
壌
城
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
を
史
料
的
に
ど
の

　
よ
う
に
扱
え
ば
よ
い
の
か
、
私
に
は
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
　
「
竜
堰
城
」
あ

　
る
い
は
「
竜
謡
言
」
「
千
年
宝
蔵
堵
」
が
か
つ
て
現
実
に
存
在
し
、
そ
の
位
置
が

　
明
ら
か
に
し
得
る
な
ら
ば
、
　
「
平
壌
城
」
の
位
置
も
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
明
ら
か

　
と
な
ろ
う
。
李
丙
蕉
氏
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
　
「
平
壌
全
体
を
竜
堰
城
と
も

　
称
し
た
や
う
に
い
っ
て
み
る
」
と
し
て
い
る
が
（
同
氏
「
高
麗
西
京
の
左
右
宮
及

　
び
竜
堰
宮
」
　
〔
『
青
丘
学
叢
』
四
号
、
京
城
、
一
九
三
一
年
五
月
〕
　
一
二
七
頁
）
、

　
確
か
で
は
な
い
。
高
麗
の
容
壁
代
に
、
　
「
竜
堰
旧
櫨
」
に
「
竜
堰
宮
」
と
い
う
新

　
宮
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
『
高
麗
史
』
巻
九
六
・
列
伝
第
九
・
呉
延

　
寵
）
、
こ
の
「
竜
守
旧
櫨
」
が
『
遣
事
』
の
「
竜
堰
城
」
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し

　
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
　
「
竜
慈
善
」
の
位
置
が
不
詳
で
あ
り
（
李
丙
羅
臼
は
、

　
乙
密
台
の
南
で
「
前
の
平
壌
府
の
後
営
の
あ
っ
た
処
」
に
比
定
す
る
が
〔
同
前
論

　
文
、
一
二
五
～
六
頁
〕
、
確
証
は
な
い
）
、
い
ず
れ
に
し
て
も
確
定
的
な
こ
と
は

　
い
え
な
い
。

5

『
階
書
』
　
『
新
墨
書
』
等
の
記
事
の
検
討

　
三
贔
氏
は
、
　
『
階
書
』
に
「
亦
日
長
安
城
」
と
あ
っ
て
も
そ
れ
は
別
名
を

示
す
に
す
ぎ
ず
、
遷
都
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
『
新

鹿
書
』
の
記
述
は
、
唐
代
の
平
壌
城
が
長
寿
王
遷
都
の
平
壌
城
と
同
一
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
む
し
ろ
遷
都
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
み
た
。

し
か
し
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
遷
都
は
確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
中
国
史
書
の
記
事
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
螂
配
下
氏
の
検
討
も
あ
る
が
、
遷
都
が
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
観
点
か
ら
追
究
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
既
に
掲
げ
た
も
の
は
重
複
に
な
る
が
、
　
『
周
書
』
以
下
の
関
係
記

事
を
比
較
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
○
『
周
書
』
　
治
平
壌
城
、
勲
労
東
西
六
里
、
南
膿
潰
水
、
城
内
唯
積
倉

　
　
儲
器
備
憲
、
賊
至
日
、
方
入
固
守
、
王
則
別
為
宅
於
其
側
、
不
評
居
之

　
○
『
晴
書
』
　
都
於
平
壌
城
、
無
二
長
安
城
、
東
西
六
里
、
愛
山
屈
曲
、

　
　
南
臨
瀕
水

　
　
　
　
①

　
○
『
北
史
』
　
都
平
壌
城
、
亦
日
長
安
城
、
東
西
六
里
、
随
山
屈
曲
、
南

　
　
臨
潰
水
、
城
内
唯
積
倉
儲
器
備
憲
、
賊
至
日
、
方
入
固
守
、
王
別
為
宅

　
　
於
其
側
、
不
常
居
之

　
　
　
　
　
②

　
○
『
旧
唐
書
』
　
其
国
都
於
平
壌
城
、
即
漢
楽
浪
郡
之
故
地
、
在
京
師
東
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五
千
一
百
里

　
○
『
新
唐
墨
』
　
其
君
居
平
壌
城
、
亦
謂
長
安
城
、
漢
楽
浪
郡
也
、
玄
京

　
　
師
五
千
里
而
癩
、
随
山
屈
綴
白
鍵
、
南
涯
呼
水
、
建
築
毒
筆
左

　
こ
れ
ら
の
比
較
を
通
し
て
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
王
都
が
全
て
「
平
壌

域
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、

『
周
書
』
の
「
平
壌
城
」
と
『
生
血
ハ
』
や
『
三
国
思
事
』
の
当
該
記
事
の

「
平
壌
城
」
即
ち
唐
代
の
「
平
壌
城
」
と
は
、
　
「
平
壌
城
」
と
い
う
表
記
は

同
じ
で
あ
る
が
、
実
体
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
　
『
階
書
』
以

下
の
「
平
壌
城
」
が
、
表
記
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
　
『
羽
書
』
の

そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
鄭
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
　
『
階
書
』
に
な
っ
て
は

じ
め
て
「
亦
日
長
安
城
し
と
い
う
記
述
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
　
『
周

書
』
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
も
つ
意
味
は
小
さ
く
な

い
。

　
「
長
安
城
」
と
い
う
別
名
は
、
　
『
薪
受
書
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

単
に
前
史
に
拠
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
唐
代
に
お
け
る
事
実
を
記
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
唐
代
の
「
平
壌
城
」
は
遷
都
後
の
そ

れ
で
あ
る
か
ら
、
遷
都
後
の
「
平
壌
城
」
が
「
長
安
城
」
と
い
う
別
名
を
も

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
　
『
若
書
』
に
既
に
こ
の
別
名
が
記
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
　
『
隷
書
』
が
既
に
、
　
『
周
書
』
の
「
平
壌
城
」
と

は
異
な
る
、
遷
都
後
の
「
平
壌
城
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
周
代
か
ら
晴
代
に
か
け
て
、
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、

『
周
書
』
の
記
事
の
年
代
か
ら
、
　
『
階
書
』
の
記
事
の
年
代
に
至
る
ま
で
の

間
に
、
遷
都
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
『
階
書
』
の
記
事
か
ら
は
、
高
句
麗
が
周
代
か
ら
遷
代
に
か
け

て
の
間
に
遷
都
し
、
そ
の
新
た
な
王
都
は
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
く
「
平
壌

城
」
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
ま
た
、
　
「
長
安
城
」
と
も
い
っ

た
、
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
長
安
城
」
と
い
う
別
名
が
、

遷
都
時
か
ら
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
前
節
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
　
『
三
国
史
記
』
の
遷
都
記
事
は
、
そ
の
係
年

を
別
に
し
て
、
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
し
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、

『
階
書
』
の
記
事
は
、
残
る
係
年
に
つ
い
て
、
お
よ
び
「
長
安
城
」
と
い
う

呼
称
に
つ
い
て
、
　
『
三
国
史
記
』
の
歯
車
の
傍
証
と
な
る
、
貴
重
な
対
応
記

事
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
晶
氏
は
、
と

も
に
「
長
安
城
」
と
記
す
こ
と
に
つ
い
て
、
　
「
か
く
両
者
の
都
城
名
が
全
く

一
致
し
て
み
る
こ
と
は
、
別
系
の
史
料
と
し
て
は
稀
有
の
こ
と
で
あ
」
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
、
　
『
三
国
史
記
』
の
造
作
の
想
定
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
事
実
が

一
つ
で
あ
る
以
上
、
別
系
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、
と
も
に
正
確
に
伝
え
れ
ば
、

一
致
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
み
て
き
た
よ
う
に
、
遷
都
後
も
同
じ
く
平
壌
城
と
称
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
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④

こ
れ
は
本
来
、
こ
の
地
方
が
平
壌
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大

城
山
城
は
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
へ
の
遷
都
後
は
、
『
通
血
目
』
の
先
の
記
事
に

よ
っ
て
「
魯
城
」
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
い
わ
ば
干
城
平
壌

城
か
ら
長
安
城
平
壌
城
へ
の
遷
都
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
両
者
の
区
別
は

単
純
に
、
前
期
平
壌
城
・
後
期
平
壌
城
と
い
う
形
で
も
よ
い
。
た
だ
し
私
は
、

当
時
か
ら
の
呼
称
と
し
て
確
認
で
き
る
「
長
安
城
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
　
『
周
書
』
の
「
平
壌
城
」
と
、
　
『
晴
書
』
以
下
の
「
平
壌
城
」
と

が
、
表
記
を
同
じ
く
し
な
が
ら
実
体
が
異
な
る
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
聖
な

る
聞
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
　
『
周
書
』
が
「
望
都
東
西
六
里
、

南
臨
唄
水
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
山
畠
』
で
も
「
東
西
六
里
」
「
南

臨
配
水
」
と
、
全
く
同
じ
記
事
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
二
百
菊
水
」

の
ほ
う
は
、
大
城
山
城
に
も
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
問
題
に
し
な
く
て
よ
い
か
と
も
思
う
が
、
　
「
東
西
六
里
」
の
ほ
う
は
、

そ
う
解
釈
す
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
こ
れ
は
、
一
書
の
「
平
壌

域
」
が
む
し
ろ
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
事
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
先
に
得
た
結
論
と
矛
盾
す
る
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

は
、
両
書
の
記
事
が
、
　
『
晴
書
』
に
「
其
城
」
が
な
い
だ
け
の
、
全
く
同
文

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
、
　
『
晴
書
』
の
編
者
が
単

に
『
周
書
』
の
記
事
を
転
載
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
南
臨
潰

水
」
も
む
し
ろ
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
正
史
の
東
夷
伝
（
に

限
ら
な
い
が
）
は
、
前
史
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
転
載
す
る
こ
と
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

『
重
書
』
の
場
舎
も
そ
う
し
た
例
が
指
摘
で
き
る
た
め
、
無
理
な
推
測
で
は

な
い
。
　
『
晴
書
』
の
編
老
は
恐
ら
く
、
遷
都
が
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
も
た

ず
、
同
じ
く
「
平
壌
城
」
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
城
と
考
え

て
し
ま
い
、
別
名
長
安
城
と
い
う
、
新
た
な
「
平
壌
城
」
に
関
す
る
清
報
と

あ
わ
せ
て
、
記
事
を
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
場
合
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
血
書
』
の
「
三
山
屈
曲
」

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
尊
書
』
に
は
み
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
『
周

書
』
の
記
事
か
ら
導
き
出
せ
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
別
名
長

安
城
、
と
同
様
に
、
　
『
階
書
』
が
得
た
新
た
な
情
報
と
認
め
て
よ
い
と
考
え

　
　
⑥

ら
れ
る
。
当
代
中
国
に
お
け
る
ほ
ぼ
方
形
の
都
城
の
あ
り
が
た
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
長
安
城
は
、
特
筆
に
値
す
る
、
　
「
屈
曲
」
し
て
い
る
城
と
い
え
る
。
し

か
も
、
万
寿
台
や
牡
丹
台
な
ど
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
北
方
の
高
台
を
囲
む
内

　
　
　
　
⑦

城
や
北
城
は
、
ま
さ
に
「
随
山
屈
曲
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

長
安
城
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
に
、
何
ら
問
題
が
な
い
。
以
上

を
要
す
る
に
、
　
『
聖
書
』
は
高
句
麗
の
都
城
に
つ
い
て
、
そ
の
名
を
平
壌
城

と
い
い
、
ま
た
長
安
城
と
も
い
う
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
城
は
山
に
随
っ
て
屈

曲
し
て
い
る
こ
と
を
、
新
た
な
情
報
と
し
て
得
、
そ
れ
に
、
同
名
で
あ
る
が

ゆ
え
に
同
じ
も
の
と
考
え
た
前
史
『
受
書
』
の
平
壌
城
の
記
事
を
あ
わ
せ
て
、

構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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次
に
『
北
史
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
的
に
前
史
を
編
集
し
た
も
の
で

あ
り
、
「
平
壌
城
」
に
つ
い
て
も
、
単
に
『
卜
書
』
と
『
周
書
』
と
を
綴
拾

し
た
だ
け
で
あ
る
。
新
た
な
情
報
も
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
編
集
の
あ
り

か
た
を
問
題
合
す
る
必
要
も
な
い
。

　
次
の
『
旧
叢
書
』
の
記
事
は
、
国
都
平
壌
城
の
位
置
に
つ
い
て
、
ま
ず
ω

「
即
漢
楽
浪
年
魚
故
地
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
②
そ
れ
が
「
在
京
師
東
五

千
一
百
里
」
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
と
も
に
前
史
に
は
み
え
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
の
限
り
で
、
新
た
な
情
報
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
、

と
も
に
長
安
城
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
、
平
壌
城
1
1
長
安
城
の
位
置
を
特
定
す
る
こ

と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
ω
は
、
　
「
漢
楽
浪
郡
之
故
地
」
と
は
即
ち
郡
治
祉
を

指
す
、
と
い
う
よ
う
に
厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
、
郡
治
祉
さ
え
わ
か
れ
ば
そ

の
地
が
平
壌
城
の
位
置
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

そ
の
よ
う
に
厳
密
に
で
は
な
く
、
も
っ
と
漠
然
と
い
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、

と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
う
な
ら
ば
、
大
城
山
城
方
面
も
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
市
街
も
、
ど
ち
ら
も
許
容
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
②
は
、
膚
の

京
師
長
安
か
ら
の
距
離
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
城
山
城
方
面
か
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
市
街
か
、
と
い
っ
た
微
妙
な
程
度
の
限
定
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
位
置
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
と
も
に
、
平
壌
城
が
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ

た
と
い
う
、
先
に
得
た
結
論
と
齪
齢
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
問
題
の
『
薪
唐
書
』
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
文
章
か
ら
す
れ
ば
、
単

純
な
前
史
か
ら
の
字
引
と
認
め
て
し
ま
う
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
が
、
　
「
随

山
屈
糠
為
郭
」
な
ど
は
、
　
『
階
書
』
の
「
随
山
屈
曲
」
と
同
じ
事
実
を
い
っ

た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
水
引
・
改
変
が
想
定
さ
れ
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
　
『
墨
書
』
が
既
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ

は
長
安
城
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
み
て
全
く
問
題
が
な
い
。
郵
氏
の
見
通

し
は
、
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
「
南
涯
霊
水
」
も
、
　
「
臨
し
と
「
涯
」

と
の
使
い
わ
け
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
な
お
検
討
を
要
し
、
あ
る

い
は
単
に
修
辞
上
の
問
題
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
長
安

城
に
該
当
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
と
違
い
、
　
「
王
皇

宮
其
左
」
は
、
前
史
に
拠
っ
た
と
は
み
ら
れ
な
い
、
新
た
な
情
報
と
い
え
る

も
の
で
あ
る
。
三
品
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
其
左
と
あ
る
は
湖
岸
よ
り
大
城

山
城
の
表
門
に
向
っ
て
左
方
即
ち
西
方
に
清
岩
里
古
肚
即
ち
王
宮
肚
が
眺
め

ら
れ
る
こ
と
と
符
合
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
二
代
の
王
都
も
大
城
山
城
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

面
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
裏
づ
け
る
記
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
し

か
し
結
論
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
長
安
城
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
宮
は
内
城
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
全
体
と

し
て
東
北
方
に
位
置
し
て
お
り
、
当
代
中
鼠
に
お
け
る
、
北
方
ほ
ぼ
中
央
に

王
富
が
あ
る
都
城
の
あ
り
が
た
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
左
」
よ
り
と
み
ら
れ
て
も
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高句麗長安城の位置と遷都の有無（田中）

お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
内
城
の
東
北
隅
に
つ
き
だ
し
た
北
城
に
も
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

城
と
は
別
に
王
宮
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
こ
の
北
城
の
ほ
う
が
、
　
「
左
」

に
築
い
た
「
宮
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
其
左
」
と

は
平
壌
城
即
ち
長
安
城
の
「
左
」
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
王
宮
の
あ
る
内

城
か
ら
南
面
し
て
「
左
」
側
、
つ
ま
り
東
側
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
三

品
氏
の
よ
う
に
、
南
方
か
ら
み
て
、
西
方
を
「
左
」
と
す
る
の
は
、
恣
意
的

で
あ
り
無
理
な
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
右
の
記
事
の
「
宮
」

が
、
内
城
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
む
し
ろ
、
北
城
に
お
け

る
別
宮
の
存
在
を
示
唆
す
る
記
事
と
し
て
評
価
し
た
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
新
唐
書
』
の
場
合
も
、
全
て
遷
都
後
の
平
壌
城
、
即
ち
長

安
城
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と
み
て
、
何
ら
問
題
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

結
局
、
中
国
史
書
の
検
討
を
通
し
て
も
、
遷
都
が
認
め
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

遷
都
が
あ
っ
た
こ
と
を
充
分
に
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
新
た

な
都
域
に
対
す
る
情
報
も
い
く
ら
か
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
遷
都

が
あ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
中
国
史
書
の
記
事

も
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
評
価
・
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　
①
　
『
北
史
』
巻
九
四
・
列
俵
第
八
二
・
高
句
麗
。

　
②
　
『
旧
副
書
』
巻
一
九
九
上
・
列
伝
第
一
四
九
上
・
東
夷
・
高
麗
。

　
③
三
雲
彰
英
・
「
は
じ
め
に
」
註
③
論
文
、
四
四
頁
。

　
④
関
野
貞
氏
は
、
長
安
誠
に
遷
都
後
「
前
の
平
壌
の
名
称
が
此
長
安
城
の
方
へ
も

　
移
っ
て
来
て
此
新
都
を
長
安
城
と
も
云
ひ
、
又
平
壌
と
も
云
っ
た
の
で
あ
ら
う
」

　
と
す
る
が
（
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
四
九
頁
）
、
藤
島
亥
治
郎
氏
は
、
こ
れ

　
を
「
些
か
苦
し
い
」
と
し
て
い
る
　
（
第
1
節
註
⑭
㈲
論
文
、
二
〇
九
頁
）
。
　
「
平

　
壌
」
と
い
う
名
称
は
、
長
寿
王
遷
都
よ
り
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
り
（
例
え
ば
広

　
開
国
王
碑
文
で
も
、
　
「
平
穣
」
と
し
て
み
え
て
い
る
）
、
長
寿
王
遷
都
の
「
平
壌

　
城
」
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
広
く
、
こ
の
地
方
一
帯
を
指
す
名
称
と

　
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
の
新
都
も
、
同
じ
く
「
平

　
壌
」
に
あ
る
城
と
し
て
平
壌
城
と
称
し
た
と
し
て
も
何
ら
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
。

⑤
　
例
え
ば
、
　
『
右
書
』
高
麗
伝
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
朱
蒙
伝
説

　
は
、
　
『
魏
書
』
高
句
麗
伝
を
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
　
「
昭
列
帝
」
の
名

　
が
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
魏
霞
』
に
、
「
〔
日
直
〕
利
子
剣
、
烈
帝
時
目
口
容

　
氏
相
攻
撃
」
と
あ
る
も
の
を
、
誤
っ
て
「
釧
電
電
」
と
つ
づ
け
た
上
で
、
　
「
昭
列

　
帝
」
と
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑥
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
逆
に
『
周
漁
口
』
に
は
み
え
て
い
な
が
ら
、
『
晴
書
』

　
が
採
っ
て
い
な
い
記
寮
、
例
え
ば
「
王
則
騨
為
宅
於
其
側
」
な
ど
は
、
そ
れ
を
否

　
定
す
る
材
料
を
『
階
書
』
の
編
者
が
得
た
た
め
に
採
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と

　
い
っ
た
想
像
が
で
き
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
点
は
明
ら
か
に
し
得
ず
、
こ
こ
で
も

　
こ
と
さ
ら
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。

⑦
内
城
は
万
寿
台
・
乙
密
台
を
、
北
城
は
牡
丹
峰
を
囲
ん
で
い
る
。
立
地
の
詳
細

　
は
、
雀
競
林
・
第
1
節
註
⑳
著
書
、
三
六
～
四
四
頁
参
照
。

⑧
こ
れ
ら
は
、
『
括
同
志
』
か
、
も
し
く
は
そ
の
系
統
の
史
料
に
拠
っ
た
の
で
は

　
な
い
か
と
思
う
。
　
『
括
地
志
』
は
現
存
し
な
い
が
、
　
『
史
記
』
巻
一
一
五
・
朝
鮮

　
列
伝
第
五
五
の
薗
旦
頭
「
朝
鮮
」
に
対
す
る
『
正
義
』
に
、
　
「
括
地
志
云
、
二
二
都

　
平
壌
城
、
本
漢
楽
浪
郡
王
険
城
、
又
古
云
朝
鮮
地
也
」
と
あ
り
（
始
皇
本
紀
・
二

　
六
年
条
の
「
地
東
韻
学
盤
朝
鮮
」
に
対
す
る
『
正
義
』
に
も
所
引
）
、
ま
た
他
の

　
侠
文
か
ら
す
れ
ば
（
賀
謬
論
『
括
地
潜
輯
校
』
参
照
）
、
京
師
か
ら
の
距
離
も
記

　
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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⑨
三
品
彰
英
・
「
は
じ
め
に
」
註
③
論
文
、
五
〇
頁
。

⑩
　
与
野
貞
氏
は
、
王
宮
の
あ
っ
た
処
と
し
て
、
中
城
の
蒼
光
山
、
内
域
の
万
寿
台

　
の
南
の
「
も
と
観
察
使
の
庁
舎
の
在
っ
た
処
」
、
そ
し
て
北
城
の
「
牡
丹
台
の
す

　
ぐ
近
く
に
、
今
永
明
寺
と
云
ふ
寺
が
あ
り
ま
す
が
、
其
寺
の
附
近
」
の
三
箇
所
を

　
あ
げ
て
い
る
（
「
は
じ
め
に
」
註
②
論
文
、
三
六
五
～
七
頁
）
。
崔
義
塾
氏
は
、
内

　
城
が
王
の
居
住
す
る
宮
城
で
あ
る
と
す
る
（
第
1
節
註
働
著
書
、
一
〇
九
～
一
四

　
頁
）
。
私
は
、
内
城
に
王
宮
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
は
別
稿
で
詳
述
し

　
た
い
。

⑪
関
野
貞
氏
は
、
前
註
で
示
し
た
よ
う
に
、
王
宮
が
あ
っ
た
処
と
し
て
北
城
な
ど

　
三
箇
所
を
あ
げ
て
い
る
が
、
北
城
に
つ
い
て
は
特
に
「
別
宮
」
と
い
う
表
記
も
用

　
い
て
い
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
高
句
麗
の
長
安
城
遷
都
を
否
定
し
、
長
寿
王
遷
都
以
後
滅
亡
に
至

る
ま
で
、
高
句
麗
の
王
都
は
一
貫
し
て
大
城
山
城
方
面
に
あ
っ
た
、
と
す
る

三
品
彰
英
氏
の
所
説
に
対
し
、
特
に
、
三
品
氏
が
根
本
史
料
と
し
て
重
視
す

る
中
国
史
書
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
批
判
を
進
め
て
き

た
。　

小
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
用
い
た
中
国
史
書
の
限
り
に
お
い
て
、

長
安
城
に
つ
い
て
知
り
得
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
1
．
長
安
城
の
位
置
は
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
帯
街
に
あ
た
る
（
『
通
俗
』
）
。

　
2
，
平
壌
城
と
も
長
安
城
と
も
称
し
た
（
『
卒
去
』
『
新
春
書
』
）
。

　
3
．
遷
都
は
周
代
か
ら
晴
代
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
（
『
周
書
』
『
晴
書
』
）
。

　
4
　
長
安
城
は
、
山
に
随
っ
て
屈
曲
し
て
邪
を
つ
く
っ
て
い
た
（
『
口
書
』

　
　
『
新
訂
書
』
）
。

　
5
　
王
宮
が
左
（
東
）
よ
り
に
あ
っ
た
（
『
新
設
書
』
）
。

　
こ
の
う
ち
5
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
現
在
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
残
る

城
壁
・
城
壁
肚
の
あ
り
か
た
等
か
ら
、
別
宮
と
し
て
の
北
城
を
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
し
た
。

　
こ
う
し
た
検
討
の
結
果
、
中
国
史
書
の
み
を
通
し
て
も
、
長
安
城
が
現
在

の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
街
に
あ
っ
た
と
し
て
間
違
い
な
い
こ
と
、
従
っ
て
大
城
山

城
方
面
か
ら
の
遷
都
は
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
三
口
叩
説
は
完
全
に
克
服
し
得
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
ふ

ま
え
た
う
え
で
は
じ
め
て
、
高
句
麗
最
後
の
王
都
長
安
城
に
つ
い
て
、
そ
の

築
城
の
規
模
・
経
緯
や
、
遷
都
の
背
景
・
意
義
等
を
追
究
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
そ
れ
が
私
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
稿
を
改
め
て
考
え

る
こ
と
と
し
た
い
。
小
稿
は
、
そ
の
た
め
の
予
備
的
作
業
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
に
掲
げ
、
第
3
節
で
も
言
及
し
た
『
三
国
史
記
』
の
長

安
城
記
事
は
、
中
国
史
書
に
傍
証
を
得
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
史
料
的

価
値
は
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
中
で
も
ふ
れ
た
城
壁
石
刻
に

は
、
そ
れ
を
刻
ん
だ
年
の
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
も
ま
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た
こ
こ
で
得
た
結
論
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
実
年
代
を
特
定
で
き
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
『
三
国
史
記
』
の
記
事
と
も
矛
盾
し
な
い
。
従
っ
て
、
『
三
国
史
記
』

の
記
事
は
、
城
壁
石
刻
の
検
討
を
ま
っ
て
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
確
定
す
る

と
い
え
る
。
そ
の
点
は
銘
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ

の
詳
論
も
ま
た
、
別
事
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

・
〔
附
記
∀
本
稿
は
、
一
九
八
三
年
一
一
月
三
日
に
東
洋
史
研
究
会
大
会
（
於

京
大
会
館
）
で
報
告
し
た
「
高
句
麗
長
安
城
問
題
再
考
」
の
序
論
部
分

を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
論
部
分
も
改
稿
発
衷
の
予
定
で
あ
る
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
ご
貸
与
い
た
だ
い
た
上
田
正

昭
先
生
、
種
々
ご
示
教
い
た
だ
い
た
坂
元
義
種
・
西
谷
正
・
永
島
暉
臣

慎
・
千
田
剛
道
・
李
成
市
の
諸
先
生
諸
氏
に
、
文
末
な
が
ら
記
し
て
、

感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
日
本
一
ず
口
口
振
興
会
揺
｛
励
…
占
得
｛
員
　
　
炎
岡

高句麗長安城の位置と遷都の有無（田中）
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